
大
規
模
化
の
問
題

町
田
市
に
は
42
小
学
校
、

学
童
ク
ラ
ブ
は
43
か
所
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
100

名
以
上
在
籍
は
14
ク
ラ
ブ
、

80
名
以
上
は
21
ク
ラ
ブ
あ

り
ま
す
。

一
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ
に

複
数
の
支
援
の
単
位
を
置

い
て
い
ま
す
が
、
現
在
の

施
設
に
加
え
、
増
築
や
小

学
校
の
余
裕
教
室
を
一
時

活
用
し
、
児
童
一
人
あ
た

り
１
・
65
㎡
の
面
積
の
確

保
を
し
て
狭
隘
化
し
て
い

る
学
童
ク
ラ
ブ
の
使
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
童
ク
ラ
ブ

と
距
離
が
離
れ
て
い
る
、

使
用
す
る
時
間
帯
に
制
限

が
あ
る
等
、
実
際
活
用
す

る
た
め
に
は
困
難
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
各
ク
ラ
ブ
支
援

の
単
位
で
分
か
れ
て
い
て

（
報
告
す
る
書
類
上
分
け

さ
せ
て
い
ま
す
。
）
大
規

模
化
は
解
消
し
て
い
る
、

問
題
は
狭
隘
化
だ
け
と
言
っ

て
い
ま
す
。

加
え
て
受
け
入
れ
の
学

年
は
変
わ
ら
ず
小
学
3
年

生
（
障
が
い
の
あ
る
児
童

は
小
学
6
年
生
ま
で
）
で

あ
り
、
4
年
生
以
上
の
受

け
入
れ
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

育
成
料
の
値
上
げ

一
律
月
額
６
０
０
０
円

だ
っ
た
育
成
料
を
、
２
０

１
８
年
度
よ
り
、
月
額
９

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

5
段
階
の
減
免
区
分
を

設
け
申
請
を
す
れ
ば
減
免

の
対
象
と

な
り
ま
す

が
、
多
く

の
世
帯
は

現
在
の
育

成
料
よ
り

値
上
げ
と

な
り
ま
す
。

ま
た
育

成
料
以
外

に
、
お
や

つ
代
（
１

５
０
０
円
／
月
）
と
、
延

長
保
育
料
（
上
限
２
０
０

０
円
／
月
）
の
実
費
が
あ

り
、
保
護
者
負
担
は
増
大

し
て
い
ま
す
。
（
東
京
の

三
多
摩
地
域
で
の
保
護
者

負
担
額
と
し
て
は
最
高
額
）
。

「
新
ま
ち
と
も
」
の

動
き

町
田
市
で
は
、
09
年
度

よ
り
市
内
の
小
学
校
で

「
ま
ち
と
も
」
と
い
う
放

課
後
の
遊
び
場
づ
く
り
を

進
め
る
校
庭
開
放
の
事
業

が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
名
称

を
「
新
ま
ち
と
も
」
と
変

更
し
、
体
育
館
や
空
き
教

室
を
活
用
し
て
運
営
に
よ

る
学
習
活
動
や
体
験
活
動

を
行
い
ま
す
。

42
小
学
校
の
う
ち
１
０

校
か
ら
開
始
し
、
徐
々
に

拡
大
さ
せ
２
０
２
１
年
度

ま
で
に
全
て
の
小
学
校
で

実
施
す
る
動
き
で
す
。
利

用
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

「
ま
ち
と
も
」
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
の
方
々
の
見
守

り
事
業
で
し
た
が
、
「
新

ま
ち
と
も
」
は
「
運
営
協

議
会
」
（
学
校
、
自
治
会
、

㎩
P
T
A

等
で
組
織
す
る
）

を
発
足
し
、
各
小
学
校
の

ま
ち
と
も
の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
か
ら
の

運
営
補
助
は
年
間
各
４
２

０
万
円
程
で
す
。

ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
の

退
会
届
け
の
理
由
欄
に
は

「
新
ま
ち
と
も
に
い
く
か

ら
」
と
い
う
項
目
を
入
れ
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
も
対

象
に
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
動
き
を
総
合
し

て
大
規
模
化
し
て
い
る
学

童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
、
育

成
料
の
値
上
げ
に
よ
る
費

用
負
担
の
増
大
に
よ
り
全

児
童
対
策
で
あ
る
新
ま
ち

と
も
に
移
行
さ
せ
る
こ
と

で
学
童
ク
ラ
ブ
の
大
規
模

の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く

ね
ら
い
が
推
測
で
き
ま
す
。

今
後
も
学
童
保
育
事
業

の
役
割
を
し
っ
か
り
保
た

れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
町
田
分
会

本
山
健
太
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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スウェーデン、
学童保育視察団

無事帰国

1月28日～2月3日、全国部会

代表7人を含め、総勢14人でスウェー

デンの学童保育視察に行ってきま

した。

全国部会の各支部、また中央委

員会より視察のカンパ、中央本部

においても財政的援助をいただき、

ありがとうございました。

今月17日から開催される全国

学童保育研究会で視察内容を報告

します。

また、部会ニュースを通じて報

告していきたいと思います。


